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【仮決算棚卸し休業のお知らせ】
経済センター店・資材店舗パーシモン
9月28日（金）　正午～休業
なお、セレサモス宮前店園芸館は通常営業いたします。

【セレサモス『秋のモスぴー祭り』開催のお知らせ】
10月1日（月）〜10月28日（日）　セレサモス両店
詳細は、セレサモス両店または販売統括センター
推進課（TEL 877-2220）へお問い合わせください。

今月の表紙は、ケイトウの収穫作業に汗を流す宮前
区馬絹の田邉美裕さん、裕崇さん、智崇さん親子。
田邉さんは、250㌃ほどの畑でケイトウや小菊、梅、
花桃などの切り花と枝物を年間約150品種栽培し、世
田谷市場や北部市場、セレサモスへ出荷しています。

今年は猛暑や台風の影響が懸念されましたが、開花
具合も順調。｢例年通りきれいに咲いた｣と､ 畑一面に
広がるケイトウに囲まれながら作業を進めています。

彼岸が明けると、コスモスやコニファーの出荷に向け
た栽培管理で、忙しい日々が続きます。

≪ ケイトウの収穫作業 ≫
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今月の
表紙

8日
（月）

体育の日

20日
（土）

JAセレサ川崎エキサイトマッチ 
「川崎フロンターレ vs ヴィッセル神戸」
（19時～、等々力陸上競技場）

23日
（火）

定例理事会

26日
（金）

第20回女性部レクリエーション大会
（10時30分～、とどろきアリーナ）

※日程等は変更されることがあります

10月の行事予定
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多様な農業リスクへの対応、

地震や台風など自然災害が発生しやすい日本。近年は短時間で激しく降る
雨が増える他、平成30年度地震予測によると、首都圏では今後30年間で震度6
以上の強い揺れに見舞われる危険性が昨年より高まることが分かりました。

農業は、突発的な自然災害に対応していかなければならないと同時に、栽培・
販売していく上での責任を負うため、時には賠償など経営を揺るがす事態に
陥る恐れもあります。

そこで今号では、自然災害などによる農産物の被害や賠償責任など農業経営
をしていく上での農業リスクへの対策をご紹介します。
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農業災害補償制度（農業共済）

生産緑地地区内農地
290.7ha

加入していない
781

無回答
167

合計
1,025

加入
している
77

農作物共済 22
果樹共済 9
畑作物共済 3
園芸施設共済 34

家畜共済 1
無回答 8

農業に関する保険の加入状況

生産緑地地区内農地
290.7ha

加入している
175

無回答
78

加入していない
772

合計
1,025

農業共済加入状況

農業労災保険加入状況

（単位：世帯）

（単位：世帯）

農
業
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク

農
業
に
は
自
然
災
害
や
病
害
虫
、
価

格
変
動
な
ど
特
有
の
リ
ス
ク
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
現
在
国
の
方
針
で
進
め
ら
れ

て
い
る
農
業
の
大
規
模
化
や
法
人
化
に

伴
う
6
次
産
業
化
に
お
い
て
、従
業
員

の
雇
用
と
労
災
、
出
荷
し
た
農
産
物
・

加
工
品
の
回
収
な
ど
経
営
を
脅
か
す
事

態
が
想
定
で
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
川
崎
市
農
業
実
態
調
査

に
よ
る
と
、市
内
生
産
者
世
帯
の
約
3

割
し
か
農
業
共
済（
農
業
災
害
補
償
制

度
）と
農
業
労
災
保
険
の
加
入
が
進
ん

で
お
ら
ず
、万
一
の
際
に
は
大
幅
な
収

入
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
経
営
を
し
て
い
く
上
で
は
、
自

ら
の
経
営
判
断
に
基
づ
き
、さ
ら
な
る

発
展
と
安
定
化
を
は
か
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

平
成
29
年
6
月
に「
農
業
災
害
補
償

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
可
決・

成
立
。（
法
律
の
題
名
が「
農
業
保
険
法
」

に
改
称
）収
益
性
の
高
い
農
産
物
の
生

産
や
、新
た
な
販
路
の
開
拓
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
生
産
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

31
年
1
月
か
ら「
収
入
保
険
」
が
始
ま

り
ま
す
。

下
段
以
降
は
、
生
産
者
自
身
の
補
償

と
な
る「
収
入
保
険
」
と
J
A
共
済
と

共
栄
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
が
提
供

す
る「
農
業
者
賠
償
責
任
保
険
」
2
つ

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
き
ま
す
。

　

  

収
入
保
険

1
月
か
ら（
10
月
か
ら
加
入
申
請
受

付
）始
ま
る「
収
入
保
険
」は
、農
林
水

産
省
が
所
管
す
る
農
業
経
営
収
入
保
険

事
業
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
農
業
経
営

者
の
た
め
の
新
し
い
制
度
で
す
。

現
行
の
農
業
共
済
制
度
は
、
補
償
が

自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
が
対
象
と

さ
れ
、対
象
品
目
は
収
量
を
確
認
で
き

る
も
の
に
限
定
。加
入
単
位
も
品
目
ご

と
に
な
っ
て
お
り
、農
業
経
営
全
体
を

ま
と
め
て
カ
バ
ー
で
き
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。

収
入
保
険
は
、
品
目
の
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、収
入
全
体
を
見
て
総
合
的
に

対
応
し
得
る
保
険
制
度
。農
業
経
営
者

の
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
時
に
補
償
さ
れ
る
の
か

収
入
に
対
す
る
補
償
の
た
め
、
気
温

の
変
化
や
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少

に
加
え
、需
要
変
動
に
よ
る
価
格
低
下

に
も
対
応
。そ
の
他
に
も
販
売
先
の
倒

産
、
盗
難
被
害
、
病
気
や
ケ
ガ
で
栽
培

や
収
穫
が
で
き
な
い
な
ど
経
営
努
力
だ

け
で
は
避
け
ら
れ
な
い
減
収
要
因
の
ほ

と
ん
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
捨
て
作
り
や
意
図
的
な
安

売
り
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
収
入
減
少

は
対
象
外
で
す
。

資料：平成29年度川崎市農業実態調査

資料：平成29年度川崎市農業実態調査
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加入申請時の
青色申告の実績

保険方式の
補償限度額の上限

1年 基準収入の70%

2年 基準収入の75%

3年 基準収入の78%

4年以上 基準収入の80%

青色申告の実績

農業者ごとの
過去５年間の農業収入

過去５年間の
平均収入（５中５）を基本
規模拡大など、保険期間の
営農計画も考慮して設定

基準収入

保険期間
の収入

（注）５年以上の青色申告実績がある者の場合

支払率（90％を上限として選択）

保険方式で
補てん

積立方式で
補てん

自己責任部分収
入
減
少

100％

90％

80％
（保険方式の
  補償限度額の上限）

（保険方式+積立方式の
 補償限度額の上限）

収入保険の補てん方式

〇基準収入が1,000万円の農業者が、補償限度90％（保険80％+積立10％）、支払率90％を選択した場合の試算

（参考）保険料・積立金の計算方法
・保険料
 =基準収入×補償限度（80％を上限に選択）×
 　支払率（90％を上限に選択）×国庫補助後の保険料率

・積立金
 =基準収入×積立幅（10％を上限に選択）×
 　支払率（同上）×25％

※１保険料には50％の国庫補助があり、補償限度80％の場合、保険金額の1.08％です。
※２積立金には75％の国庫補助があり、積立金額の25％です。
※３事務費には50％の国庫補助があり、加入者割（１年目4,500円、２年目以降3,200円）、補償金額割（保険金額及び積立金額１万円当たり22円）です。

補てん金額

90万円

180万円

360万円

810万円

0万円

90万円

270万円

720万円

90万円

90万円

90万円

90万円

890万円（89％）

880万円（88％）

860万円（86％）

810万円（81％）

20％（800万円）

30％（700万円）

50％（500万円）

100％  （０万円）

収入減少の程度
（保険期間の収入）

補てん金を含めた
保険期間の収入
（対基準収入）

補てん金
の合計

保険方式
（保険金）

積立方式
（特約補てん金）

８
割
以
上
の
収
入
を
確
保

農業者が用意すべきお金

 〈加入１年目〉　　〈２年目以降〉
・保険料
  （掛捨て）

・積立金
  （掛捨てではない）

・事務費

 合　計

7.8万円

22.5万円

2.2万円

32.5万円

7.8万円±α

（22.5万円）

2.1万円

前年に積立金の
取崩しがなければ、０

生産者の保険料等と補てん金額の試算

農林水産省ホームページ・農業保険のページより

農林水産省ホームページ・農業保険のページより

農林水産省ホームページ
・農業保険のページより

特集　多様な農業リスクへの対応

対
象
に
な
る
農
産
物

補
償
の
対
象
は
、原
則
栽
培
し
た
す
べ

て
の
農
産
物
に
な
り
ま
す
。果
樹
共
済
や

指
定
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
の
対
象

外
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ア
ボ
カ

ド
、ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

6
次
産
業
の
一
環
と
し
て
行
う
加
工

品
に
つ
い
て
は「
自
ら
生
産
し
た
農
産

物
」に
加
工
を
施
し
た
商
品
に
つ
い
て

の
み
対
象
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
マ
ル
キ
ン
な
ど
の
対
象

で
あ
る
肉
用
牛
、
肉
用
豚
、
鶏
卵
な
ど

は
対
象
外
で
す
。

加
入
条
件
は
青
色
申
告

収
入
保
険
は
、
生
産
者
ご
と
の
収

入
減
少
を
補
て
ん
す
る
の
で
、制
度
を

適
正
に
運
営
す
る
た
め
に
は
、
収
入

を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、個
人
や
法
人
で「
正
規
の
簿

記
」（
複
式
簿
記
）及
び「
簡
易
な
方
式
」

で
青
色
申
告
し
て
い
る
こ
と
が
加
入
す

る
条
件
と
な
り
ま
す
。

原
則
5
年
間
継
続
し
て
申
告
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、加
入
申
請
時

に
1
年
分
の
申
告
が
あ
れ
ば
加
入
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

そ
の
際
、
5
年
間
の
申
告
実
績
が
あ

る
生
産
者
と
の
違
い
も
考
慮
し
、保
険

方
式
の
補
償
の
上
限
は
、実
績
に
応
じ

て
、次
の
と
お
り
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
青
色
申
告
に
は
収
入
や
費
用

を
現
金
の
出
し
入
れ
の
時
点
を
基
準
と

し
て
計
上
す
る「
現
金
主
義
」
も
あ
り

ま
す
が
、在
庫
を
計
上
し
な
い
こ
と
か

ら
帳
簿
の
照
合
が
で
き
な
い
た
め
、加

入
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

補
て
ん
方
法
と
保
険
料

農
業
者
ご
と
過
去
5
年
間
の
平
均
収

入
を
基
本
と
し
、保
険
期
間
の
営
農
計

画
も
考
慮
し
て
、
基
準
収
入
を
設
定
。

保
険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入
の
9
割

（
補
償
限
度
）を
下
回
っ
た
場
合
に
、下

回
っ
た
額
の
9
割（
支
払
率
）
に
つ
い

て
、「
掛
捨
て
の
保
険
方
式（
保
険
金
）」

と「
掛
捨
て
と
な
ら
な
い
積
立
方
式（
特

約
補
て
ん
金
）」
を
組
み
合
わ
せ
て
補

て
ん
さ
れ
ま
す
。（
積
立
方
式
は
生
産

者
の
選
択
）

掛
金
は
、保
険
料
と
事
務
費
に
50
％
、

積
立
金
に
75
％
の
国
庫
補
助
が
あ
り
、

加
入
1
年
目
の
保
険
料
率
は
1・0 

8
％
。

2
年
目
以
降
は
、自
動
車
共
済
と
同
様

に
保
険
金
の
受
取
り
が
な
け
れ
ば
段
階

的
に
下
が
り
、10
年
で
半
額
水
準
に
な

り
ま
す
。

　生
産
者
の
保
険
料
等
と
補
て
ん
例

補
て
ん
に
は
ま
ず
積
立
金
を
充
て
、

そ
れ
で
も
不
足
す
れ
ば
保
険
金
を
充

当
。図
は
基
準
収
入
1
0
0
0
万
円
の

生
産
者
の
例
で
す
。万
一
、収
入
が
0
円

に
な
っ
て
も
8
0
0
万
円
以
上
が
確
保

で
き
ま
す
。
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※保険料・積立金は分割支払も可（最終の納付期限は保険期間の8月末）

平成３１年１月から加入する場合のイメージ平成３１年１月から加入する場合のイメージ

11月末まで 12月末まで 1月～12月
（税の収入の算定期間） 確定申告後（３～6月）

30年 31年 32年

加入申請
保険料・
積立金・
事務費
の納付

保険期間
保険金・特約
補てん金の
請求・支払

・農業共済
・収入減少影響緩和対策
 （ナラシ対策）
・野菜価格安定制度
・いぐさ・畳表農家経営所得安定化対策
・加工原料乳生産者経営安定対策

・肉用牛肥育経営安定特別対策事業
 （牛マルキン）
・養豚経営安定対策事業
 （豚マルキン）
・肉用子牛生産者補給金制度、
 肉用牛繁殖経営支援事業
・鶏卵生産者経営安定対策

収入保険と
どちらか一方を選択
して加入

左記の畜産品目と
他の品目の複合経営の
場合は、他の品目は
収入保険に加入できる

類似制度との関係図

加
入
・
支
払
い
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
個
人
の
場
合
）

個
人
の
場
合
、
毎
年
11
月
末
ま
で
に

加
入
申
請
し
、掛
金
は
12
月
末
ま
で
に

納
め
ま
す
。保
険
期
間
は
翌
年
1
月
か

ら
12
月
ま
で
の
1
年
間
ご
と
の
更
新
。

（
法
人
の
場
合
は
事
業
年
度
の
開
始
月

に
合
わ
せ
ま
す
）
な
お
、
保
険
金
の
請

求・
支
払
い
は
翌
年
3
月
の
青
色
申
告

で
該
当
と
な
る
減
収
の
確
認
後
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

類
似
制
度
と
の
調
整

収
入
保
険
は
、
保
険
料
や
積
立
金
に

国
費
が
投
入
さ
れ
る
制
度
で
す
。収
入

減
少
を
補
て
ん
す
る
機
能
を
有
す
る
類

似
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
の
対
象
者
、補
償
内
容
等

が
異
な
る
中
で
、生
産
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
経
営
形
態
に
応
じ
た
適
切
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

選
択
加
入
と
な
り
ま
す
。

5
ペ
ー
ジ
で
触
れ
た
マ
ル
キ
ン
等
の

対
象
で
あ
る
肉
用
牛
、肉
用
豚
、鶏
卵
な

ど
に
つ
い
て
は
対
象
品
目
に
は
な
り
ま

せ
ん
が
、他
の
品
目
と
の
複
合
経
営
を

行
っ
て
い
る
場
合
は
、該
当
品
目
部
分

の
み
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

農
業
者
賠
償
責
任
保
険 

「
農
業
者
賠
償
責
任
保
険
」は
、農
作

業
中
の
事
故
や
農
薬
散
布
時
の
ド
リ
フ

ト
、預
か
り
物
の
盗
取
や
損
壊
な
ど
農

業
に
お
い
て
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
法

律
上
の
賠
償
責
任
リ
ス
ク（
施
設
・
生

産
物
・
保
管
物
）
に
、
包
括
的
に
備
え

る
農
業
者
向
け
の
商
品
で
す
。

基
本
保
障
以
外
に
、
特
約（
生
産
物

品
質
特
約
）を
任
意
に
付
帯
す
る
こ
と

が
で
き
、金
属
片
の
混
入
な
ど
の
賠
償

事
故
が
発
生
し
た
際
、同
一
事
故
を
防

止
す
る
た
め
の
回
収
費
用
や
、残
留
農

薬
に
よ
る
農
産
物
の
回
収
費
用
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
期
間
は
１
年
間
で
Ｊ
Ａ
が
保
険

契
約
者
と
な
り
、組
合
員
で
あ
る
農
業

者
や
認
定
農
業
者（
個
人
・
法
人
）、
集

落
営
農
組
織（
法
人
）
が
加
入
者
に
な

る
団
体
保
険
で
す
。

３
つ
の
賠
償
リ
ス
ク
に
対
応

①
施
設
リ
ス
ク

農
地
や
農
業
施
設
の
欠
陥
、
仕
事
の

遂
行
に
起
因
す
る
賠
償
事
故
を
補
償
し

ま
す
。

Ｃａ
ｓ
ｅ
①
☞
直
売
所

看
板
が
落
ち
、
来
店
中
の
お
客
さ
ま

に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
。

Ｃａ
ｓ
ｅ
②
☞
農
薬
の
飛
散（
ド
リ
フ
ト
）

隣
接
す
る
他
の
生
産
者
の
畑
の
農
産

物
に
飛
散
し
、出
荷
で
き
な
く
な
っ
た
。

②
生
産
物
リ
ス
ク

生
産
者
が
所
有・
使
用・
管
理
す
る
農

地
や
農
業
施
設
で
、生
産
や
加
工
、販
売

し
た
農
産
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
後
に
、そ

の
農
産
物
な
ど
の
欠
陥
に
起
因
し
て
発

生
し
た
賠
償
責
任
を
補
償
し
ま
す
。

スケジュール表

農林水産省ホームページ・農業保険のページより

農林水産省ホームページ・農業保険のページより
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基本契約のみ

0.5ha 未満
0.5ha 以上～

1ha 未満
1ha 以上～

2ha 未満
2ha 以上～

4ha 未満
4ha 以上～
20ha 未満

20ha 以上～
50ha 未満

50ha 以上～
500ha 未満

農地面積
基本契約 +

生産物品質特約
基本契約 +

生産物品質特約
基本契約 +

生産物品質特約基本契約のみ 基本契約のみ

期間中支払限度額
3,000万円コース

期間中支払限度額
1億円コース

期間中支払限度額
5,000万円コース

6,380円

8,580円

9,900円

12,100円

20,130円

52,160円

102,610円

7,380円

9,580円

10,900円

13,450円

22,830円

57,560円

108,010円

8,200円

10,560円

12,020円

14,480円

23,490円

59,860円

117,490円

9,200円

11,560円

13,020円

15,830円

26,190円

65,260円

122,890円

11,850円

14,370円

16,030円

18,880円

29,360円

72,360円

141,110円

12,850円

15,370円

17,030円

20,230円

32,060円

77,760円

146,510円

資料：共栄火災　農業者賠償責任保険パンフレット

Ｃａ
ｓ
ｅ
☞
食
中
毒

出
荷
し
た
農
産
物
や
加
工
品
が
原
因

で
食
中
毒
に
な
っ
た
。

③
保
管
物
リ
ス
ク

保
管
物
に
か
か
わ
る
賠
償
事
故（
損

壊・
紛
失・
盗
取
）を
補
償
。観
光
農
園

や
体
験
農
業
の
利
用
者
か
ら
の
預
か
り

物
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｃ
ａ
ｓ
ｅ
☞
他
人
か
ら
預
か
っ
た
農
機

具
を
納
屋
に
保
管
中
、何
者
か
に
盗
取

さ
れ
た
。

補
償
金
額
と
保
険
料

補
償
金
額
は
３
つ
の
コ
ー
ス（
期
間

中
支
払
限
度
額
）に
分
か
れ
、保
険
料
は

農
地
の
面
積
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
。

リ
ス
ク
対
策
に
向
け
た
動
き

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
平
成
28
年
度
か
ら
、

生
産
者
の
リ
ス
ク
を
点
検
し
、対
策
を

提
案
す
る｢

農
業
リ
ス
ク
診
断
活
動｣

を
始
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
30
年
度
は
全
国
展
開
を
目
指

し
、
４
月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
リ

ス
ク
診
断
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
本
格
始

動
。共
済
か
ら
営
農
指
導
ま
で
幅
広
い

範
囲
で
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

神
奈
川
県
で
は
現
在
、
県
内
Ｊ
Ａ
で

こ
の
端
末
を
活
用
し
た
生
産
者
へ
の
訪

問
活
動
の
展
開
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

一
方
、
Ｊ
Ａ
で
は
昨
年
セ
レ
サ
モ
ス

出
荷
者
大
会
で
農
業
リ
ス
ク
に
対
応
す

る｢

農
業
者
賠
償
責
任
保
険｣

の
必
要

性
を
説
明
。昨
年
度
の
加
入
件
数
は
66

件
に
留
ま
り
、生
産
者
の
戸
数
に
対
し

て
１
割
程
度
で
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

経
営
体
に
応
じ
た
対
策
を

日
本
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、そ
の

中
で
生
産
者
は
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス

ク
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
で
も
、対
応
が
甘

い
ば
か
り
に
経
営
上
の
重
大
な
損
失
を

招
い
た
り
、農
作
業
の
労
働
力
不
足
に

繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。そ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、発
生
し
得

る
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
対

策
を
講
じ
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
経
営

形
態
に
応
じ
た
リ
ス
ク
を
一
度
整
理
し
、

経
営
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
、事

故
の
発
生
が
多
い
リ
ス
ク
へ
の
対
策
を

検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

商
品
内
容
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

●
収
入
保
険

神
奈
川
県
農
業
共
済
組
合

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
４
６
３（
９
４
）３
２
１
１

（
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
が
実
施

主
体
と
な
り
、各
都
道
府
県
の
農
業
共

済
組
合
が
窓
口
に
な
り
ま
す
）

●
農
業
者
賠
償
責
任
保
険

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
各
支
店

　
　
も
し
く
は　

引
受
保
険
会
社　

共
栄
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

　
　
　
　
　
京
浜
支
店　
横
浜
支
社

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
４
５（
４
７
５
）０
３
５
３

承
認
番
号

　
Ｂ
１
８-

１
０
２
８-

２
０
１
９
０
９
０
４

特集　多様な農業リスクへの対応

3つのコースと保険料例 （保険期間1年）
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PICK UPPICK UP

麻
生
区
岡
上
の
山
田
貢
さ
ん
が
8

月
6
日
、
自
家
栽
培
し
た
ワ
イ
ン
用

ぶ
ど
う
を
1
0
0
%
使
っ
た
川
崎
ワ

イ
ン「
蔵
邸
ワ
イ
ン・
岡
上
ロ
ゼ
」の

出
来
栄
え
を
Ｊ
Ａ
に
披
露
し
ま
し
た
。

今
回
使
用
し
た
ぶ
ど
う
の
品
種
ピ

ノ・
ノ
ワ
ー
ル・
シ
ャ
ル
ド
ネ
は
、
早

熟
の
た
め
、
収
穫
が
早
く
、
酸
味
が

強
い
の
が
特
徴
。
香
り
が
高
く
、
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
な
味
わ
い
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。

山
田
さ
ん
は「
川
崎
産
の
ぶ
ど
う

で
で
き
た
初
の
ワ
イ
ン
を
、
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」と
手
渡
し
、
試
飲
し

た
原
修
一
組
合
長
は「
と
て
も
さ
っ
ぱ

り
と
し
た
味
わ
い
で
飲
み
や
す
く
と

て
も
お
い
し
い
」と
絶
賛
。
山
田
さ

ん
は「
今
後
農
業
と
観
光
を
合
わ
せ

た
新
し
い
川
崎
の
農
業
を
目
指
し
た

い
」と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

花
卉
部
馬
絹
支
部
は
８
月
17
日
、

宮
前
区
の
泉
福
寺
で
１
０
０
回
目
の

「
花
供
養
祭
」を
行
い
、
生
活
の
糧
と

し
て
摘
み
取
ら
れ
た
花
の
霊
を
慰
め

る
た
め
順
番
に
焼
香
し
、
祈
り
と
感

謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
ま
し
た
。

同
地
区
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く

花
の
産
地
。
供
養
祭
は
大
正
８
年
か

ら
始
ま
り
、
昭
和
38
年
に
は
泉
福
寺

境
内
に
花
供
養
塔
と
墓
碑「
花
供
養

塔
の
い
わ
れ
」を
建
立
し
ま
し
た
。

当
日
は
部
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約

１
３
０
人
が
参
列
す
る
中
、
第
１
０
０

回
記
念
碑
の
除
幕
や
法
要
が
営
ま
れ

ま
し
た
。

佐
々
木
祥
教
支
部
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、「
技
術
と
伝
統
あ
る
馬
絹

ワ
イ
ン
の

　

  

出
来
栄
え
を
披
露

の
花
き
生
産
を
後
世
へ
伝
え
、
花
供

養
も
今
後
１
２
０
年
、
１
３
０
年
と

続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

供
養
祭
後
に
は
、
会
場
を
本
店
に

移
し
て
記
念
式
典
を
挙
行
。
冒
頭
、

吉
田
義
一
実
行
委
員
長
が「
花
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
後
も

馬
絹
の
花
き
生
産
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
が
祝
辞
を
述
べ
た

後
、
同
支
部
に
対
し
花
き
生
産
の
発

展
な
ど
へ
の
功
績
が
大
き
く
認
め
ら

れ
、
内
閣
総
理
大
臣
や
川
崎
市
長
な

ど
か
ら
感
謝
状
を
受
賞
。
参
加
者
は
、

花
き
生
産
の
さ
ら
な
る
発
展
と
質
の

高
い
花
作
り
へ
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。 

植
木
盆
栽
部
は
８
月
20
日
、
本
店

で
樹
木
の
治
療
に
つ
い
て
の
講
習
会

を
開
き
、
部
員
ら
17
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
横
浜
の
横
山
一
平

植
木
部
副
部
長
が
講
師
を
務
め
、
胞

子
や
菌
糸
に
よ
る
感
染
の
影
響
に
つ

い
て
説
明
。
参
加
者
は
講
師
の
話
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
、
被
害
を
防
ぐ
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
28
日
に
は
そ
菜
部
が
高
津

支
店
で
直
売
向
け
講
習
会
を
開
き
、

部
員
ら
54
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講

師
は
、（
株
）小
さ
な
流
通
研
究
所
の

鎌
田
定
宗
氏
が
担
当
。
直
売
所
の
集

客
方
法
や
販
売
す
る
上
で
の
付
加
価

値
の
付
け
方
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

松
澤
弘
安
そ
菜
部
長
は
、「
生
産

者
各
自
が
自
信
を
も
っ
て
農
産
物
を

出
荷
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。 

生
産
拡
大
に
向
け

        

知
識
を
深
め
る

花
の
供
養
続
け
１
０
０
年

組合長にワインの出来栄えを披露する山田さん

感謝状を受ける吉田実行委員長

熱心に講習を受ける参加者

花の霊に祈りを捧げる佐々木支部長
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PICK UPPICK UP

市
梨
・
ぶ
ど
う
品
評
会
を
8
月
10

日
に
セ
レ
サ
モ
ス
宮
前
店
、
24
日
に

市
農
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
な
い
ほ
ど
の
猛
暑

や
直
前
の
台
風
に
よ
る
被
害
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
両
会

場
合
わ
せ
て
2
1
2
点
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
の
営
農
技
術
顧
問
ら
5
人

が
、
大
き
さ
や
果
形
、
糖
度
、
色
つ

や
の
良
さ
な
ど
を
念
入
り
に
審
査
。

優
秀
賞
や
優
良
賞
な
ど
65
点
を
選
び

ま
し
た
。

審
査
後
は
出
品
物
の
一
般
観
覧
や

夏
休
み
期
間
の
8
月
1
日
に
高
津

地
区
、
7
日
に
は
稲
田
地
区
で
女
性

部
員
が
講
師
を
務
め
、
親
子
料
理
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
津
地
区
は
、
て
く
の
か
わ
さ
き

で
12
組
31
人
の
親
子
が
参
加
。
高
津

区
産
の
野
菜
を
使
っ
た
浅
漬
け
や
レ

タ
ス
と
カ
リ
カ
リ
鶏
の
黒
酢
ソ
ー
ス

な
ど
を
調
理
し
ま
し
た
。
部
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
切
っ
た
肉
を
油

で
揚
げ
た
り
な
ど
、
親
子
で
協
力
し

て
料
理
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は「
野
菜
を
切
っ

た
り
、
盛
り
付
け
し
た
り
す
る
の

が
難
し
か
っ
た
け
ど
お
い
し
く
で
き

た
」を
笑
顔
で
話
し
、
手
作
り
料
理

の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

稲
田
地
区
で
は
、
多
摩
市
民
館

で
12
組
30
人
の
親
子
が
参
加
。
市

内
産
の
ニ
ン
ジ
ン
や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど

の
野
菜
を
使
っ
た
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

や
エ
ー
コ
ー
プ
商
品
を
使
用
し
た
米

粉
入
り
も
ち
も
ち
パ
ン
な
ど
計
3

品
を
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
パ
ン
の
生
地
を
練
る
作
業
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
は「
料
理
に
興
味
を

も
つ
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
家
で
も

お
手
伝
い
し
た
い
と
言
っ
て
く
れ
た

の
で
良
か
っ
た
。
来
年
も
参
加
し
た

い
」と
好
評
で
し
た
。

残
農
薬
や
空
容
器
な
ど
の
回
収
作

業
を
８
月
22
日
、
麻
生
区
の
黒
川
営

農
団
地
管
理
倉
庫
と
高
津
区
の
ア
グ

リ
ベ
ー
ス
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
回
収
作
業
は
、
J
A
の
環
境

に
配
慮
し
た
営
農
活
動
の
奨
励
事
業

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

２
か
所
で
合
わ
せ
て
６
７
０
・
４
㎏

を
回
収
し
、
専
門
の
処
理
業
者
に
委

託
し
て
適
正
に
処
理
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
残
農
薬
な
ど

の
回
収
作
業
は
年
2
回
行
い
、
次
回

は
来
年
1
月
23
日
に
実
施
し
ま
す
。

残
農
薬
６
７
０
㎏
を
回
収

梨・ぶ
ど
う
の

　
　
　

出
来
栄
え
競
う

親
子
で
協
力
し
て
料
理
に
挑
戦

即
売
会
を
行
い
、
大
勢
の
来
場
者
が

旬
の
梨
や
ぶ
ど
う
を
買
い
求
め
て
い

ま
し
た
。

（
優
秀
賞
の
受
賞
者
名
は
21
頁
に
掲
載
）

大きさや形を確認する審査員

大きさを確認しながら鶏肉を切る親子（高津地区）

回収した残農薬などを計量する職員

協力してパンの生地作りをする親子（稲田地区）
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PICK UPPICK UP

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」を
８
月

６
日
、
セ
レ
サ
モ
ス
宮
前
店
で
行
い
、

11
組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
食
農
教
育
普
及

雑
誌「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」の
普
及
推
進
や

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
ふ
り
ふ
り
プ
リ
ン
と

金
魚
の
モ
ビ
ー
ル
作
り
に
挑
戦
。
プ

リ
ン
を
蒸
し
て
い
る
間
に
行
っ
た
モ

ビ
ー
ル
作
り
で
参
加
者
は
、
フ
ェ
ル

ト
を
目
印
通
り
に
切
る
際「
生
地
が

厚
く
て
切
る
の
が
難
し
い
」と
苦
戦

し
な
が
ら
も
、
親
子
で
協
力
し
て
３

匹
の
金
魚
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
は「
お
い
し
い
プ

リ
ン
と
か
わ
い
い
金
魚
を
作
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
1
0
0
歳
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て「
明
日
へ
つ

な
ぐ
学
び
の
ひ
ろ
ば
」を
8
月
29
日
、

本
店
で
開
き
、
組
合
員
や
地
域
住
民

ら
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
Ｊ
Ａ
介
護
予
防
運
動

サ
ポ
ー
タ
ー
の
職
員
が
、
映
像
を
用

い
な
が
ら
転
倒
や
尿
失
禁
を
予
防
す

る
筋
力
を
鍛
え
る
Ｊ
Ａ
介
護
予
防
運

動
を
指
導
し
ま
し
た
。

続
け
て
、
看
護
師
の
早
川
正
子
氏

が
タ
ッ
ピ
ン
グ
・
タ
ッ
チ
の
講
師
を
務

め
、「
ゆ
っ
く
り
と
左
右
交
互
に
優
し

く
タ
ッ
チ
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
う

こ
と
が
大
切
」と
ア
ド
バ
イ
ス
。
参
加

者
は「
普
段
運
動
す
る
機
会
が
な
い

の
で
、
い
い
運
動
に
な
っ
た
。
家
で
も

続
け
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

女
性
部
主
催
の
第
11
回
生
活
文
化

活
動
体
験
発
表
会
・
家
の
光
大
会
が
８

月
24
日
、
本
店
セ
レ
サ
ホ
ー
ル
飛
翔
で

行
わ
れ
、
部
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
４
２

５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
発
表
は
、
｢女
性
部
活
動
｣

や
｢私
の
生
き
が
い
体
験
｣
｢家
の
光
｣

記
事
活
用
に
つ
い
て
、
部
員
間
で
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
共
有
し
、
暮
ら
し
の
向

上
に
役
立
て
よ
う
と
、
２
年
に
一
度
開

か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
支
部
代
表
７
人
が
｢私
の
生

き
が
い
｣
な
ど
と
題
し
、
橘
支
部
の
秋

本
す
み
枝
さ
ん
、
中
原
支
部
の
中
島
貴

美
子
さ
ん
、菅
支
部
の
髙
橋
寛
子
さ
ん
、

稲
田
支
部
の
田
村
俊
枝
さ
ん
、
川
崎
南

支
部
の
井
上
ふ
で
こ
さ
ん
、
高
津
支
部

の
小
黒
俊
子
さ
ん
、
向
丘
支
部
の
本
多

智
恵
子
さ
ん
が
体
験
談
を
発
表
。
発

表
者
の
表
情
や
抑
揚
な
ど
を
駆
使
し
た

話
し
方
に
、
参
加
者
は
引
き
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
支
部
に
所

属
す
る
グ
ル
ー
プ
が
童
謡
や
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
の
演
芸
発
表
を
行
っ
た
他
、
書
道

や
手
芸
な
ど
の
作
品
も
展
示
。
日
頃
の

活
動
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

体
験
発
表
は
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

向
丘
支
部
の
本
多
智
恵
子
さ
ん
が
見

事
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
多
さ
ん
は
、
12
月
12
日
に
中
央

会
・
県
女
性
協
主
催
の
生
活
文
化
活
動

体
験
発
表
会（
県
家
の
光
大
会
）に
当

Ｊ
Ａ
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

親
子
で

　
　

  

協
力
し
て
挑
戦

ケ
ア
が
い
ら
な
い

身
体
づ
く
り
で
健
康
に

日
頃
の
活
動
成
果
を
発
表

モビール作りに挑戦する親子

セルフ・タッピングを実践する参加者

最優秀賞に選ばれた本多さん（向丘支部）

支部を代表して発表する部員
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PICK UPPICK UP

平
成
29
年
度
J
A
グ
ル
ー
プ
施
設

事
業
優
績
組
合
表
彰
式
が
8
月
6

日
、
横
浜
市
中
区
の
神
奈
川
県
民

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
J
A
と
セ
レ
サ
不
動
産（
株
）

は
、
供
給
実
績
や
受
注
契
約
高
に
お

い
て
高
い
評
価
を
受
け
、
特
別
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も

店
舗
表
彰
が
行
わ
れ
、
次
の
各
支
店

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

「
目
標
達
成
優
秀
賞
」＝
向
丘
･
日

吉
･
小
杉
･
柿
生
支
店

「
目
標
達
成
奨
励
賞
」＝
野
川
･
北

見
方
･
宮
前
平
･
大
師
･
中
原
･
新

城
･
元
住
吉
･
稲
田
･
宿
河
原
･
菅
･

生
田
･
栗
平
･
久
地
駅
前
支
店

「
情
報
収
集
奨
励
賞
」＝
野
川
･
向

丘
･
中
原
･
小
杉
･
宿
河
原
･
生
田

支
店

平
成
30
年
度
第
1
回
総
代
･
組
織

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
8
月
10
日
、
本

店
で
開
き
、
総
代
や
女
性
部
、
青
壮

年
部
な
ど
各
組
織
リ
ー
ダ
ー
、
Ｊ
Ａ
役

職
員
ら
3
8
6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
研
修
会
は
、
総
代
お
よ
び
各
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
向
上
と
協
同

活
動
への
積
極
的
な
参
加
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も

の
。
今
回
は
、
日
本
の
危
機
管
理
体

制
に
つい
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

冒
頭
、
原
修
一
組
合
長
が
事
業
報

告
と
日
頃
の
感
謝
を
伝
え
、「
日
本

を
取
り
巻
く
米
朝
関
係
と
日
本
の

立
場
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
。
続
け
て
、
軍
事

ア
ナ
リ
ス
ト
の
小
川
和
久
氏
が「
ト

ラ
ン
プ
と
金
正
恩
の『
死
闘
』
に
学

ぶ
」と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

小
川
氏
は
、
米
朝
首
脳
会
談
の

実
現
に
向
け
た
米
国
と
北
朝
鮮
の
や

り
取
り
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
な
ど
、
テ
レ
ビ
で
は
伝

わ
り
に
く
い
情
勢
を
報
告
。「
日
本

は
米
国
と
同
盟
国
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
広
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
日
本

が
豊
か
な
国
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」と
力
説
し
、
自
国
を
守
る
体
制

の
重
要
性
を
主
張
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
小
川
氏
の
話
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
、
米
朝
の
動
向
や
日
本

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
組
合
員
後
継
者
を
対

象
に
研
修
会
等
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
理
解

と
後
継
者
相
互
の
交
流
を
は
か
る
た

め
の
活
動
を
８
月
11
日
か
ら
各
支
店

で
行
っ
て
い
ま
す
。

初
日
の
大
師
支
店
で
は
、
13
人
の

後
継
者
親
子
が
ゼ
リ
ー
と
バ
バ
ロ
ア

の
パ
フ
ェ
作
り
と
、
サ
ン
チ
ュ
と
レ

タ
ス
の
植
え
付
け
を
体
験
。
参
加
者

同
士
で
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
笑
顔

施
設
事
業
で
特
別
優
秀
賞
を
受
賞

後
継
者
と
の

　

  

つ
な
が
り
を
強
化

総
代
・
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　

日
本
の
危
機
管
理
体
制
を
学
ぶ

で
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

参
加
者
は「
Ｊ
Ａ
の
事
業
内
容
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

表彰を受ける原組合長野菜の植え付けを体験する親子

米朝首脳会談について説明する小川氏

講演に聞き入る参加者
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温かみを感じる店内

人気の組み合わせ

こだわりの品々

おやつ研究所5

今
回
は
Ｊ
Ｒ
南
武
線
武
蔵
小
杉
駅

北
口
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、「
小
杉
御
殿

町
」
停
留
所
で
下
車
し
、
街
歩
き
へ

出
発
し
ま
す
。

バ
ス
を
降
り
て
住
宅
地
を
歩
き
進

む
と
、「
今
井
神
社
」
の
石
碑
を
発
見
。

敷
地
内
に
は
公
園
も
あ
り
、
境
内
の

風
景
を
眺
め
な
が
ら
厳
か
な
気
持
ち

で
本
殿
を
参
拝
し
ま
し
た
。

神
社
を
後
に
し
、
街
歩
き
を
再
開

し
ま
す
。
す
る
と
、
サ
ラ
イ
通
り
商

店
街
の
入
口
が
見
え
て
き
た
の
で
、

商
店
街
に
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

す
♪
商
店
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
お

い
し
そ
う
な
パ
ン
屋
さ
ん
が
！
店
内

に
は
、
焼
き
た
て
の
パ
ン
な
ど
が
ず

ら
り
と
並
び
、
自
家
製
カ
ス
タ
ー
ド

ク
リ
ー
ム
が
入
っ
た
ク
リ
ー
ム
パ
ン

を
購
入
し
ま
し
た
。

店
を
出
て
通
り
を
進
む
と
、
老
舗

の
雰
囲
気
が
漂
う
和
菓
子
屋
に
到
着
。

「
四
季
折
々
の
色
鮮
や
か
な
和
菓
子
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
の
思
い

で
営
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

商
店
街
に
戻
り
、
散
歩
を
続
け
る

と
、「
う
な
ぎ
蒲
焼
」
の
の
ぼ
り
旗
を

見
つ
け
ま
し
た
。
国
産
う
な
ぎ
と
秘

伝
の
タ
レ
が
相
性
抜
群
の
店
一
番
人

気
の
う
な
重
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
腹
を
満
た
し
、
次
は
ど
こ
に
行

こ
う
か
と
考
え
て
い
る
と
、
地
元
の

方
が
「
珍
し
い
名
前
の
カ
フ
ェ
が
あ

る
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
早
速

目
指
し
ま
す
！
カ
フ
ェ
に
到
着
し
、

店
主
お
す
す
め
の
ベ
イ
ク
ド
レ
ア

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た

だ
き
、お
土
産
に
焼
き
た
て
の
ス
コ
ー

ン
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
で
、
今
回
の

街
歩
き
は
終
了
。
地
域
に
親
し
ま
れ

る
店
を
訪
ね
た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

2016年5月にオープンしたタルトとケーキの店。外
観は隠れ家のような雰囲気で、店内では20種類ほど
のケーキやスコーンを販売しています。国産の小麦
粉や発酵バター、キビ砂糖など原料にもこだわり、タル
ト類は小さめに作ってあるので、何種類も楽しめます

一つ一つ小分けになっているので、お土産などに
おすすめ。スコーンは焼きたてを提供しています

レアのように見えて実は焼いている
大人気のベイクドレアチーズケーキ
と京都長岡京ウニールのおやつ研究
所ブレンドコーヒー

▪所 中原区今井西町15-23 グランドール2 1F
▪営 不定期※売り切れ次第終了
▪休 月曜日（その他不定休あり） 

武
蔵
小
杉
駅

J A小杉支店

今井中央橋

東
急
東
横
線

今井周辺を歩く
地域住民に愛される名店を巡る

今井南町
中原区の中央に位置し、東端には二ヶ領用
水が流れ、北端にはJR南部線が走っている。
多摩川周辺の水辺や緑地の自然を生かし、暮
らしやすい街づくりをしている。現在は住
宅やマンション、商業施設が多く立ち並ぶ。

川崎探検隊
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今井上橋

「地元の方においしいパンを食べてもらいたい」との思いで
2005年5月にオープン。老若男女問わず地域住民を中心
に親しまれ、朝から多くの来店客でにぎわっています

大人気の看板商品

当日には完売してし
まうという店一番人
気「じゃがばた饅頭」
と赤飯を使った「赤
飯饅頭」は川崎市の
名産品に認定されて
います

細かく刻んだモモを使用
した白餡をバター風味の
皮で包み、しっとりと焼き
上げた創作和菓子です

モモ！！

店主おすすめ

今井神社

おかふじ

かめや

1

3

4

5

1

23

4

立派な鳥居！

豊富な品ぞろえ

創建年代は不詳。明治43年村内鎮座の稲荷社
と厳島神社を山王社に合祀し、当時の村名を取
り今井神社と改称しました。

▪所  中原区今井上町7-13

商店街の一角にある50年以上続く和菓子屋。小豆や餅米
などにこだわり、安心・安全をモットーにひとつひとつの和菓
子を丁寧に手作業で仕上げています。中原区の魅力を発信
していく一環として区の木「モモ」をイメージした「桃の彩」も
販売しています

1976年3月にオープンし、地元の方から愛さ
れているうなぎ専門店。うなぎのうまみを最
大限に引き出す秘伝のタレは創業時から継ぎ
足して使い、当時から変わらぬ味を提供してい
ます

うなぎや天ぷらなど20種類以上のメ
ニューが揃っています。うなぎは国産
を使用し、お米にもこだわっています

▪所 中原区今井南町7-55 ヴィラファースト1F
　　▪営 9：00～19：30　▪休 月曜日、第3火曜日

今井中央橋

おやつ研究所

かめや

おかふじ

今井神社

今井堀踏切入口

住吉橋

バス停
小杉御殿町

ぱんぬはる

二
ヶ
領
用
水

▪所 中原区今井南町7-43 　▪営 9：00～19：00 ▪休 火曜日 ▪所 中原区今井南町4-20 　▪営 11：00～21：00　▪休 木曜日

ぱんぬはる2

店内に並ぶ約60種類
のパンやサンドウィッ
チはすべて生地から
手作りで、地元の幼稚
園や保育園に提供を
しています
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ん

ひゅ
まう

Human

カ
メ
ラ
に
興
味
を
も
っ
た
の
は
、
小

学
6
年
生
の
頃
。
撮
っ
た
写
真
を
友
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
そ
の
後
も
大
切
な
思
い
出
を

撮
り
続
け
、
約
40
年
に
な
り
ま
す
。

カ
メ
ラ
は
国
産
の
フ
ィ
ル
ム
一
眼
レ

フ
を
使
用
。
自
然
な
光
と
影
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
と
は
異
な
る
映
像
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

現
在
一
眼
な
ど
本
格
的
な
フ
ィ
ル
ム

カ
メ
ラ
の
生
産
は
終
了
し
て
お
り
、
リ

ペ
ア
で
き
る
場
所
が
限
ら
れ
る
中
、
10

年
前
に
ピ
ン
ト
リ
ン
グ
が
故
障
。
思
う

よ
う
に
動
か
な
い
も
ど
か
し
さ
か
ら
、

駄
目
元
で
修
理
を
試
み
た
と
こ
ろ
無
事

成
功
し
ま
し
た
。
同
じ
思
い
を
し
た
人

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
以
降
中
古

品
を
入
手
し
て
は
リ
ペ
ア
。
中
に
は
内

部
に
カ
ビ
が
大
量
発
生
し
て
い
た
レ
ン

ズ
も
あ
り
、
洗
浄
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、

再
び
撮
れ
た
時
は
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

リ
ペ
ア
後
は
多
く
の
人
に
使
っ
て
ほ

し
い
と
、
中
古
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
販
売
。
購
入
者
か
ら
「
こ
ん
な
に

良
い
状
態
で
購
入
で
き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
も
リ
ペ
ア
を
通
じ
て
、
フ
ィ
ル

ム
カ
メ
ラ
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え

て
い
き
ま
す
。 昨年から食生活の改

善とともに妻の勧めで
健康食品を摂取。約16㎏
の減量に成功しました。
現在も週３日、30 分以
上ウォーキングをする
など健康第一を心掛け
ています。

幸区南加瀬
巴 誠一さん

PROFILE

ＩＴＳＵ

私の好きなこと

中古カメラに
    命を吹き込む
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ん

ひゅ
まう

Human

地
域
の
仕
事
に
や
り
が
い

高
津
区
北
見
方 

戸
張
　
勝
美
さ
ん

30
年
ほ
ど
前
に
「
町
会
の
仕
事
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
町
会
と
の
関
わ
り
は

あ
ま
り
な
く
、
勤
め
と
両
立
で
き
る
か

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
地
元
の
仕
事

も
大
切
に
し
た
い
」
と
引
き
受
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

総
務
部
長
と
し
て
、
毎
月
の
定
例
会

で
議
案
の
と
り
ま
と
め
や
進
行
な
ど
を

担
当
。
当
初
は
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

仕
事
の
流
れ
な
ど
全
体
を
把
握
す
る
ま

で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
経
験
を
重
ね
て

い
く
こ
と
で
徐
々
に
学
ん
で
い
き
ま
し

た
。
会
議
後
に
は
、
７０
年
ほ
ど
続
く
町

会
ニ
ュ
ー
ス
で
会
議
内
容
と
と
も
に
盆

踊
り
な
ど
の
催
し
を
全
地
域
住
民
に
広

報
し
、
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
必
要
な
施
策
が
第
一

と
考
え
、
道
路
の
舗
装
や
万
一
に
備
え

た
防
災
倉
庫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
な
ど
の

依
頼
に
は
す
ぐ
に
対
応
。
業
務
を
こ
な

し
て
い
く
こ
と
で
町
会
活
動
の
重
要
性

を
再
認
識
し
、
で
き
る
限
り
地
域
の
声

を
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
応
え
て
い
く
う

ち
に「
あ
り
が
と
う
、と
て
も
助
か
っ
た
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
機
会
も
増
え
、
地

域
の
力
に
な
れ
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び

と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

町
会
の
仕
事
に
励
む
傍
ら
毎
年
の
研

修
旅
行
は
欠
か
さ
ず
開
催
し
、
会
員
の

交
流
を
深
め
楽
し
め
る
場
づ
く
り
に
も

尽
力
。
町
会
活
動
へ
の
活
力
を
養
う
良

い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も

副
会
長
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
き
ま

し
た
が
、
体
調
を
崩
し
た
こ
と
を
機
に

昨
年
、
後
任
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

現
在
は
地
元
の
長
生
会
長
と
し
て
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り
な

ど
を
通
じ
て
健
康
寿
命
を
延
ば
す
サ

ポ
ー
ト
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

今
後
も
体
が
動
く
限
り
、「
地
域
の

力
に
な
れ
る
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
地
域
活
動
に
励
み
ま
す
。
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畑仕事で忙しい毎日を過ごして
いますが、梨の栽培が落ち着くと、
近所の友人と月２回ほどゴルフを
楽しんでいます。心地よい汗を流
して気分をリフレッシュし、次作
への英気を養っています。

Power's Voice

父
が
高
齢
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
15

年
ほ
ど
前
に
就
農
し
ま
し
た
。
祖
父
の
代

か
ら
50
年
以
上
続
く
梨
園
で
、
た
わ
わ
に

実
っ
た
梨
の
収
穫
作
業
の
手
を
進
め
、「
丹

精
し
て
育
て
た
梨
を
お
い
し
い
と
言
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
」
と

農
業
の
や
り
が
い
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

父
と
と
も
に
50
㌃
ほ
ど
の
畑
で
定
番
野

菜
の
他
、
梨
や
米
な
ど
を
栽
培
。
特
に
力

を
入
れ
て
手
掛
け
て
い
る
梨
は
、
幸
水
や

豊
水
な
ど
の
4
品
種
で
す
。
繁
忙
期
に
は

兄
弟
2
人
も
加
わ
り
、
自
宅
前
で
の
直
売

や
地
方
発
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

剪
定
や
授
粉
、
消
毒
な
ど
、
約
1
年
か

け
て
行
う
梨
栽
培
。
収
穫
ま
で
数
多
く
の

作
業
が
必
要
で
、
少
し
で
も
気
を
抜
く
と

思
い
通
り
に
実
を
着
け
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
自
農
園
は
住
宅
に
囲
ま
れ
て

い
る
た
め
、
風
通
し
が
悪
く
空
気
が
こ
も

り
、
病
害
虫
の
影
響
で
う
ま
く
育
た
な

か
っ
た
経
験
も
し
ま
し
た
。「
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
」
と
、
小
ま
め
に
足
を
運

ん
で
念
入
り
に
園
内
を
観
察
す
る
他
、
枝

を
整
理
し
て
着
果
数
を
絞
る
な
ど
、
今
後

の
栽
培
管
理
の
見
直
し
を
模
索
。
そ
の
反

面
、「
昔
か
ら
の
常
連
さ
ん
が
求
め
る
梨

を
全
て
の
人
に
届
け
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
、
で
き
る
だ
け
枝
を
残
し
た
ま
ま
適
度

な
摘
心
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

同
じ
品
種
で
も
木
に
よ
っ
て
異
な
る
特

性
を
見
極
め
、
管
理
を
徹
底
。
葉
数
を
調

整
し
た
こ
と
で
今
ま
で
影
に
な
っ
て
い
た

枝
に
も
日
が
当
た
る
よ
う
に
な
り
、
品
質

と
収
量
の
安
定
化
に
繋
げ
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
苦
労
を
重
ね
、
日
々
少
し
ず
つ
大

き
く
な
る
梨
を
見
て
は
、
栽
培
す
る
楽
し

さ
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

手
間
暇
掛
け
て
育
て
た
梨
は
、
毎
年
予

約
分
で
ほ
ぼ
完
売
す
る
ほ
ど
大
好
評
。
祖

父
の
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
梨
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
多
く
の
お
客
さ
ん
の
期

待
に
応
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
木
ご
と
に
糖
度
を
測
っ
て
デ
ー

タ
を
と
り
、さ
ら
な
る
品
質
向
上
が
目
標
。

「
今
ま
で
以
上
に
お
い
し
い
梨
に
仕
上
げ
、

お
客
さ
ん
に
届
け
た
い
」
と
、
今
日
も
畑

仕
事
に
汗
を
流
し
ま
す
。

『
農
地
を
守
り

　
　
　
理
想
の
梨
園
を
築
く
』

多
摩
区
登
戸
　
吉
澤 

和
明
さ
ん
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SHOKU NOU

ナ
ス
科
ナ
ス
属
で
、

原
産
地
は
南
ア
メ
リ
カ
。

江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ

人
に
よ
っ
て
長
崎
に
持

ち
込
ま
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

諸
説
あ
り
ま
す
が
、

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
（
現
在
の

ジ
ャ
カ
ル
タ
）
経
由
の

オ
ラ
ン
ダ
商
船
で
渡
来

し
た
こ
と
か
ら
、｢

ジ
ャ

ガ
イ
モ｣

と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
新

聞
紙
に
く
る
む
か
、
段

ボ
ー
ル
に
入
れ
て
風
通

し
の
よ
い
日
が
当
た
ら

な
い
場
所
で
保
存
し
ま

し
ょ
う
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
ホ
ク
ホ
ク
と
し
て
甘
み

が
あ
り
、
煮
物
や
炒
め
物
、
揚
げ
物
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
適
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
い
え
ば
、
粉
ふ
き
イ
モ

や
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
な
ど
に
向
い
て
い
る
ホ

ク
ホ
ク
と
し
た
食
感
が
特
徴
の｢

男
爵
イ

モ｣

や
炒
め
物
や
煮
物
な
ど
に
向
い
て
い

る
長
卵
形
の｢

メ
ー
ク
イ
ン｣

が
有
名
で

す
。
そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

り
、｢

ね
っ
と
り
と
し
て
煮
崩
れ
し
に
く
い

も
の｣

や｢

ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食
感
が
特

徴
の
も
の｣

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に

合
わ
せ
て
調
理
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
リ

ウ
ム
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ

モ
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
で
ん
ぷ
ん

に
包
ま
れ
て
い
る
た
め
、
加
熱
に
よ
る
損

失
が
少
な
い
の
が
特
徴
。
風
邪
の
予
防
や

疲
労
の
回
復
、
肌
荒
れ
の
改
善
な
ど
の
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

皮
が
緑
色
に
な
っ
た
部
分
や
発
芽
し
た

部
分
に
は
、
有
害
な
ソ
ラ
ニ
ン
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
皮
は
厚
め
に
む
き
、
芽
の
ま
わ

り
は
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ソ
ラ

ニ
ン
は
水
溶
性
な
の
で
、
皮
を
む
い
た
後

に
水
に
浸
す
の
が
お
す
す
め
で
す
。
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
日
に
当
て
る
と
ソ
ラ
ニ
ン
が
生
成
さ

れ
る
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

購
入
の
際
は
、
表
面
に
張
り
が
あ
り
、

重
量
感
の
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
皮
が
緑
色
に
な
っ
て
い
た
り
、
シ
ワ

が
寄
っ
て
い
る
も
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　　
ジャ
ガイモのそぼろ煮

材料（4人分）

作り方

●ジャガイモ････････ 5個
●鶏挽肉･･････････ 170g
●インゲン･････････10本
★醤油･･････････ 大さじ3
★料理酒････････ 大さじ3
★みりん････････ 大さじ2

★砂糖･･････････ 大さじ3
●水･････････････ 300㎖
●片栗粉････････ 大さじ1
（大さじ2の水で溶いておく）
●ごま油････････ 大さじ1

①ジャガイモは皮をむいて一口大に切り、水にさらしておく。
インゲンは3㎝幅に切る。
②鍋にごま油をひき、鶏肉と★を入れて中火にかける。
　そぼろ状になったら、水とジャガイモを加えて煮る。
③煮立ったらアクを取り、インゲンを加えてジャガイモがや
わらかくなるまで蓋をして煮る。
④③に水溶き片栗粉を加えてとろみがついたら、できあがり。

ジャ
ガ
イ
モ
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農作業
ノート

植　栽

受粉・結実を良くするため複数の品種を植えます。
近年は、皮がむけやすい 『ぽろたん』 など品種ごとに
販売することが多いので、収穫果が混ざらないように
列ごとに品種をそろえるなどの工夫が望まれます。な
お、人工授粉は要りません。

剪　定

　光不足に弱い果樹です。樹齢の進んだ木や込み合っ
た園では冬の剪定を十分にします。高い枝や横枝を切
り、木と木の間に1ｍの空きを作ります。十分に光が
入ることによって生育や着果が良好で、病気や害虫が
出にくい木になります。

施　肥

　N：P：Kが8％：6％：7％程度の肥料を3月と11月
に10aあたり100㎏施用します。

主要病害虫と防除

・モモノゴマダラノメイガ
　幼虫が収穫期の果実
内部を食害します。7
月下旬～8月下旬にモ
スピラン顆粒水溶剤
2000倍やフェニックス
フロアブル4000倍な
どを2～3回散布します。

・実炭疽病（みたんそびょう）
　鬼皮の一部や果実内部
が変色し、食べると異臭
を感じます。枯れ枝やク
リタマバチの虫こぶの残
骸に菌が潜伏するので、
十分剪定し虫こぶ残骸

を除去します。6月中旬～8月上旬にベンレート水和剤
2000～3000倍やベルクートフロアブル1000倍を2～
3回散布します。
・クリタマバチ

　春に芽の部分が赤い
こぶ状になり、中に幼虫
がいます。樹勢を悪くし、
炭疽病多発の原因にも
なります。対策は剪定
や施肥で樹勢を維持す

ることが重要で、多発園は6月中下旬にアグロスリン
水和剤1000倍などを散布します。

収穫・販売時の注意

・果実は自然落果2日以内に拾うか、樹上で毬が裂
　開しているものを竹竿などで軽く叩いて、簡単に
　落ちるものから収穫します。棘が通り難い皮手袋
　などを使うと作業がはかどります。
・販売時には果実を良く確認し、病害虫被害果や未
　熟果を入念に除外します。

営農技術顧問
片木　新作

クリの栽培と
　　病害虫防除

※ J A では、本欄で執筆している営農技術顧問による営農相談コーナーを開いています。
　病害虫被害の場合は、被害作物をお持ちいただくと助かります。開催日は22ページをご参照ください。

農薬登録内容の変更情報
◎ ネマキック粒剤（9月下旬から変更）　　
　 〈ごぼう〉　削除　
　 〈だいこん〉  〈にんじん〉　使用法　作条土壌混和を削除　
　 〈だいこん〉  〈にんじん〉　使用法　全面土壌混和の使用量　15 ～20㎏/10a → 15kg

モモノゴマダラノメイガの幼虫と被害果

クリタマバチによる虫こぶ

実炭疽病
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10月の運勢 モナ・カサンドラ

農
協
改
革

家族数（人） 平成22年（Ａ） 平成29年（Ｂ） （Ｂ）－（Ａ）
1人   4.53   5.17 0.64
2人 19.71 21.76 2.05
3人 18.20 21.46 3.26
4人 18.20 16.29 ▲ 1.91
5人 15.18 13.17 ▲ 2.01
6人 12.66 10.15 ▲ 2.51
7人  8.20   5.37 ▲ 2.83
8人    1.94   1.76 ▲ 0.18
9人    1.01   0.39 ▲ 0.62

10人    0.36   0.29 ▲ 0.07
無回答    0.00   4.20 4.20
合計   100.00 100.00 0.00

川崎市の農家世帯の家族数構成比の推移
（単位：%）

家族数４人以上は総体的に減少。
つまり、核家族化等の影響を背景に農家世帯の同居家族数が減少している。

※川崎市都市農業振興センター作成『川崎市農業実態調査』より抜粋

～ 

農
業
経
営
の
基
礎
は
家
族
で
す
！

　
　
　
2
0
1
9
年
か
ら「
家
族
農
業
の
１０
年
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！ 

～

【全体運】勢いがつき過ぎて空回
りするなど、バランスを崩しがち。
時々一歩引いて、自分の行動を冷
静に見詰め直して
【健康運】ストレッチなどで血行を良
くすれば安泰
【幸運の食べ物】ニンジン

【全体運】心理的に不安定になりや
すいかも。難しく考えず、気楽に構
えるのがベストです。気分転換には
散歩がお勧め
【健康運】リラックスすることで体調
に好影響あり
【幸運の食べ物】マツタケ

【全体運】楽しい出来事に縁があり
ます。お祭りやイベントに参加し、に
ぎやかに過ごして。新しい才能を発
見できることも
【健康運】体力アップを図る好機。ス
ポーツが吉
【幸運の食べ物】ギンナン

【全体運】ちょっとしたことでイライ
ラしやすい暗示。人の言葉を悪意に
取らないよう、注意して。手作りア
イテムにつき
【健康運】体を動かせば、グンと活力
が高まるはず
【幸運の食べ物】スダチ 

【全体運】コミュニケーション能力
が急上昇中。初対面でも笑顔で声
を掛け、人脈のネットワークを広げ
て。オフ会も幸運
【健康運】疲れをため込まず、適度に
解消すると◎
【幸運の食べ物】ニシン

【全体運】人を当てにすると、思わぬ
もめ事を招きがち。自分のことは自
力でやった方が、ラッキーな結果を
得られます
【健康運】暴飲暴食はNG。十分に胃
腸をいたわって
【幸運の食べ物】カブ

【全体運】やる気がアップして、い
ろいろなことにトライしたくなりそ
う。過去に駄目だった事柄にもリベ
ンジできる兆し
【健康運】活動的になれば、なるほど
運気アップへ
【幸運の食べ物】サケ

【全体運】強引に物事を進めるのに
は向かないものの、周囲と協力する
ことで、状況は改善するはず。気晴
らしには足湯を
【健康運】無理は厳禁。疲れたら、
しっかり休んで
【幸運の食べ物】ナメコ

【全体運】周りから良い影響を受け
やすい時期。分からないことがあっ
たら、一人で悩むより、相談してみ
るのが正解 　　　　
【健康運】軽くスポーツに励むと体
調アップの予感
【幸運の食べ物】柿

【全体運】できる人と比べて、落ち込
みやすい傾向がチラリ。「人は人」
と割り切り、自分のやり方やペース
を大切にして
【健康運】運動不足から体重増を招
きがち。ご用心
【幸運の食べ物】イクラ

【全体運】思い切って動けば、停滞し
ていることも打破できそう。直感を
信じ、やってみるとグッド。楽天的な
発想が大事
【健康運】健康に良いことを始める
と、徐々に好転
【幸運の食べ物】カリン

【全体運】何かと深刻になりやすい
月。意識的にプラスだと思える部分
を見るようにして。ヒーリング音楽
でリラックスを
【健康運】食生活に配慮を。栄養バ
ランスを考えて
【幸運の食べ物】サンショウ

おひつじ座 3/21～4/19 おうし座 4/20～5/20 ふたご座 5/21～6/21 かに座 6/22～7/22

しし座 7/23～8/22

いて座 11/23～12/21

おとめ座 8/23～9/22

やぎ座 12/22～1/19

てんびん座 9/23～10/23

みずがめ座 1/20～2/18

さそり座 10/24～11/22

うお座 2/19～3/20

国
連
は
、2
0
1
9
年
か
ら
28
年
ま
で
の
10
年

間
を「
家
族
農
業
の
10
年
」と
決
め
ま
し
た
。
こ

の
動
き
は
、
地
球
環
境
の
保
全
や
飢
餓
の
根
絶

な
ど
の
た
め
に
、「
家
族
農
業
」が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
状
況
を
世
界
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
等
を
目
的
と
し
て
お
り
、今
後
は「
家
族
農

業
」の
役
割
に
脚
光
が
あ
た
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
。

「
家
族
農
業
」と
は
、農
地
の
運
営
か
ら
管
理
ま

で
の
大
部
分
を
1
戸
の
家
族
で
営
む
農
業
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
国
連
食
糧
農
業
機
関
の
報
告

書
を
基
に
ま
と
め
た「
世
界
食
料
農
業
白
書
」に

よ
る
と
、家
族
農
業
は
金
額
ベ
ー
ス
で
世
界
の
食

料
の
80
％
以
上
を
生
産
し
、世
界
の
食
料
安
全
保

障
を
支
え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、環
境
保
全
や
生

物
多
様
性
の
保
護
、地
域
の
活
性
化
等
、幅
広
い

分
野
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
農
家
世
帯
の
家
族

数
の
構
成
を
見
る
と
、
核
家
族
化
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
下
表
の
通
り
総
体
的
に
減
少
し
て
お

り
、農
家
世
帯
の
労
働
力
不
足
の
要
因
の
１
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
通
じ
て
管
内
の
農
業
を
活
性
化
さ
せ
、「
家
族

農
業
」を
後
押
し
す
る
こ
と
も
Ｊ
Ａ
の
役
割
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

当
J
A
で
も
、「
家
族
農
業
」の
重
要
性
か
ら
、

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
や
担
い
手
育
成
の
対
策

を
進
め
る
他
、「
事
業
承
継
」を
含
め
た
農
家
経

営
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
る
な
ど「
自

己
改
革
」を
推
し
進
め
、「
家
族
農
業
」の
大
切
さ

を
強
く
発
信
す
る
こ
と
で
、市
民
の「
農
業
」に
対

す
る
理
解
促
進
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

m
ail  b

ox
仲
良
し
！

　

営
農
担
当
者
が
研
修
を
行
っ
て
い
る
麻
生
区

黒
川
の
畑
で
か
わ
い
ら
し
い
三
又
の
ナ
ス
が
と
れ

ま
し
た
。                

投
稿
の
お
礼

　
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
感
想
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 （

Ｊ
Ａ
広
報
課
）

新
鮮
で
お
い
し
い
♪

　
今
年
は
家
庭
菜
園
で
ナ
ス
が
良
く
育
ち
ま

し
た
。
ナ
ス
の
肉
づ
め
を
作
り
、お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
家
で
採
れ
た
野
菜
は
特
別

に
お
い
し
い
で
す
ね
。   （
中
原
区・川
口
さ
ん
）

自
家
製
大
葉
が
大
活
躍
！

　
主
人
が
プ
ラ
ン
タ
ー
で
大
葉
を
作
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
め
ん
や
和
風
パ
ス
タ
、刺
身
な
ど
に

使
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
の
恵
み
に
感
謝
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 　
（
高
津
区・朝
緑
さ
ん
）

夏
に
負
け
る
な
！

　

今
年
は
猛
暑
が
続
い
て
い
る
中
、
畑
で
は

オ
ク
ラ
や
ピ
ー
マ
ン
、ト
マ
ト
な
ど
の
夏
野
菜

が
元
気
に
育
ち
、家
族
を
養
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
大
地
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、
草
む

し
り
や
水
や
り
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幸
区
・
梶
さ
ん
）

行
っ
て
み
た
い

　
い
つ
も
川
崎
探
検
隊
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
直
売
所
に
野
菜
を
買
い
に
行
き
た
い

で
す
。　　
　
　
　

   （
横
浜
市
・
佐
川
さ
ん
）

実
が
つ
い
た
！

　

麻
生
区
岡
上
の
梶
時
世
さ
ん
宅
の
庭
で
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
に
実
が
つ
き
ま
し
た
。

①
馬
に
乗
る
人
の
こ
と

③
マ
ガ
モ
を
改
良
し
て
作
ら
れ
ま
し
た

⑤
お
金
を
借
り
る
と
付
く
こ
と
も

⑥
日
本
海
軍
が
造
っ
た
世
界
最
大
の
戦
艦

⑦
軍
配
を
持
っ
て
土
俵
に
上
が
り
ま
す

⑨
神
社
で
神
事
に
奉
仕
す
る
女
性

⑪
泡
立
て
て
メ
レ
ン
ゲ
を
作
り
ま
す

⑬
田
畑
を
耕
す
道
具
の
一つ

⑮
首
都
は
ハ
ノ
イ
。
米
の
生
産
が
盛
ん
な
国
で
す

⑰
○
○
あ
れ
ば
憂
い
無
し

⑲
野
球
で
ラ
ン
ナ
ー
が
滑
り
込
む
所

⑳
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
神
父
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
な
ら

㉑
リ
レ
ー
の
選
手
が
つ
な
ぐ
物

タテのカギ
①
ギ
ー
ッ
チ
ョ
ン
と
鳴
く
秋
の
虫

②
図
書
館
で
専
門
的
な
仕
事
を
し
ま
す

③
海
に
潜
っ
て
貝
な
ど
を
と
る
職
業

④
目
の
こ
と
。
つ
ぶ
ら
な
○
○

⑥
ゆ
ら
ゆ
ら
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
玩
具
。

　

長
い
腕
を
持
つ
人
の
形
を
し
て
い
ま
す

⑧
子（
ね
）と
寅（
と
ら
）の
間

⑩
警
察
官
や
消
防
士
、
裁
判
官
は
こ
れ

⑫
黄
門
様
の
お
膝
元
で
す

⑭
決
ま
っ
た
時
間
に
寝
起
き
す
る
、
○
○
正
し
い
生
活

⑯
渦
巻
き
模
様
が
付
け
ら
れ
た
練
り
物

⑱
二
十
世
紀
、
新
高
な
ど
の
品
種
が
あ
り
ま
す

ヨコのカギ

7
月
の
こ
た
え

このコーナーでは、身近な出来事など､皆さまからお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方およびクロスワードパズルにお答えいただいた方の中から
抽選で5人の方に、セレサモス等で使える農協全国商品券1,000円分をプレゼント
します。送付方法は郵送で、郵便番号､ 住所､ 氏名（匿名の方はペンネームを添えて）､
年齢､ 電話番号を記入し、右記まで送付してください。なお、写真の掲載を希望
される方は､ プリントを封書でご送付ください。
※匿名を希望される場合は、必ずペンネームをお書き添えください。
※個人情報保護法に基づき､ 応募された方の個人情報は賞品発送以外には使用しません。

◆応募方法◆ お
寄
せ
頂
い
た
ご
感
想
、イ
ラ
ス
ト
等
は

本
誌
で
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。◎締切　10月17日（水）必着

①〒・住所・氏名・

   年齢・電話番号

②クロスワードパズル

　の答え
③本誌やＪＡへの

　ご感想・イラスト等

④農業やＪＡに関する

　身近な疑問等

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎

　
　
　
　
　

 

2-

13-

38

ナ
ツ
マ
ツ
リ

応
募
総
数
42
通

当
選
者
5
人
の
発
表
は
賞

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
住
所
・
氏
名
等
の
記
入
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
正
解
し

て
も
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

　

採
り
た
て
の
野
菜
の
お
い
し
さ
と
農
業
に
い
そ

し
む
方
々
の
豊
か
で
た
く
ま
し
い
姿
に
ほ
れ
ぼ
れ

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
麻
生
区
・
吉
岡
さ
ん
）

心
が
温
ま
り
ま
し
た

　

ひ
ゅ
う
ま
ん
の
記
事
を
読
み
、
桝
本
さ
ん
の
優

し
い
笑
顔
の
写
真
が
文
書
に
も
表
れ
て
い
て
素
晴

ら
し
い
人
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
家
の

方
々
に
は
猛
暑
の
中
、朝
早
く
か
ら
野
菜
を
育
て

て
い
た
だ
き
感
謝
で
す
。（

川
崎
区
・
千
葉
さ
ん
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

初
め
て
営
農
相
談
に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も

役
に
立
ち
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

    　
（
高
津
区
・
長
﨑
さ
ん
）
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JAからのお知らせ

QQQ 広場&AAA教えてJA！ 

A

Q

振り込め詐欺未然防止で感謝状
振り込め詐欺によ

る被害を未然に防い
だことで8月16日、向
丘支店の戸谷勇一職
員に宮前警察署長よ
り感謝状が贈られま
した。

ＪＡの経営理念を明文化
｢ＪＡセレサ川崎の経営理念｣ を組合員・全役職員に組

織の行動指針として示すとともに、広く社会へ発信するた
め、下記の通り明文化しました。

なお、基本理念の ｢２つの共生｣ については、ＪＡセレ
サ川崎のめざす姿（ビジョン）として位置づけ、今後も発
信してまいります。

記
1．ＪＡセレサ川崎の経営理念
　 ｢ＪＡセレサ川崎は食と農を守り豊かな暮らしの実現をめ   
　 ざして都市農業の振興と地域社会の発展に貢献します｣
2．ＪＡセレサ川崎のめざす姿（ビジョン）
　 ｢２つの共生｣～地域と共生する都市農業、地域と共生するＪＡ～

営農支援強化に向け研修会
営農経済職員研修会を8月29日、モスぴーホールで

行い、22人が参加しました。
当日は、株式会社梅屋幸の諏訪誠次部長らが講師を

務め、パイプハウスの構造や環境モニタリングシステ
ム ｢みどりクラウド｣ などについて説明。参加者はフィ
ルムの張り替え
時期やモニタリ
ングシステムの
共有機能につい
て質問するなど、
自 ら の ス キ ル
アップに意欲を
見せていました。

晴れの入賞者  
敬称略（　）内住所

平成30年度川崎市梨･ぶどう品評会
［前期の部］

8月10日 セレサモス宮前店 出品点数梨87点 ぶどう16点
▽優秀賞＝幸水･白井正壽（菅稲田堤）、同･碓井公洋（布田）、

藤稔･白井正壽（菅稲田堤）
［後期の部］

8月24日 川崎市農業技術支援センター 出品点数 梨102点 ぶどう7点
▽優秀賞＝豊水・戸張ひろみ（北見方）、同・白井正壽（菅稲田堤）、

同・五嶌位昌（菅）

農業やJ Aに関する
身近な疑問等をお寄せください

感謝状を受けた戸谷職員

休耕田を活用して景観保全
　ＪＡでは、6月に早野農地管理組合や川崎市などと連携し、
麻生区早野の休耕田の有効活用と景観保全などを目的にヒ
マワリの種まきを行いました。
　ヒマワリは、土壌中の微生物間のバランスをとり、病害虫の
多発を防ぐ緑肥効
果が期待されてい
ます。
　8月上旬から約
10万本のヒマワリ
が次 と々咲き誇り、
鮮やかな黄色に染
まった畑の景色は
道行く人の目を楽し
ませました。

最近、日本各地で豪雨による洪水や落雷の被害が多発していますが、
万が一、被害にあった場合ＪＡの共済では保障されるのでしょうか。

　ＪＡの建物更生共済（建更）は、火災や落雷の他、台風や竜巻な
どの自然災害による水災、風災、また地震による損害も保障してい
ます。昨年4月より、手頃な掛金で万一に備える建更「むてきプラス」

を取り扱っており好評を得ています。詳しくは、支店窓口または渉外担当
者にお問い合わせください。　
＜参考＞
 過去の主な自然災害における建更の共済金支払実績
平成23年 3月 東日本大震災 9,361億円
平成27年 8月 台風15号  387億円
平成28年 4月 熊本地震 1,476億円

ありがとう、
参考になりました。
早速問合わせして

みます。

人形供養祭のお知らせ
　いつも一緒だった人形やぬい
ぐるみが、お家の片隅にありま
せんか？セレササービス（株）で
は、子どもの成長を始め家族の
暮らしを見守ってきた人形を、
まごころ込めて下記の通り供養
いたします。

【日　程】10月20日（土）9：00 ～ 13：30人形受付
　　　　　　14：00 ～ 14：30供養祭（神式）

【場　所】ＪＡセレサ梶ヶ谷ビル  高津区梶ヶ谷2-1-17
【供養料】 1体100円。ガラスケースなど付属品は来場   

者1組で500円。
【お問合わせ先】セレササービス（株）TEL 0120-3096-56
             

一面に咲き誇るヒマワリ
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第5回定例理事会　8月21日（火）  	 本店で開催理事会だより イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

営業時間のご案内
●支店窓口　平日9：00～15：00
●ＡＴＭ　8：00～21：00
　（セレサモス麻生店は営業時間内の稼働）
●経済センター店
　平日・土日9：00～16：30
　※祝日は休み
●資材店舗パーシモン
　平日・土日9：00～16：30
　※祝日は休み
●セレサモス麻生店 10：00～18：00
●セレサモス宮前店 10：00～18：00
　※渋滞緩和のため開店時間を早める
　　場合があります。　
　（定休日：水曜・年末年始他）

セレサのDATA （7月31日現在）
購買品供給高� 4億 91百万円
販売品取扱高� 6億円
施設事業契約高� 26億49百万円
貯金� 1兆 4,867億円
貸出金� 5,436億円
長期共済保有高� 1兆 6,824億円
年金共済保有高� 348億円
組合員数� 67,601人
　うち正組合員� 5,468人
　准組合員� 62,133人

 10月の営農相談コーナー
●経済センター店
　（宮前区有馬 2-13-1）
　3日（水）、5日（金）、10日（水）、
　17日（水）、19日（金）、24日（水）
●資材店舗パーシモン
　（麻生区片平2-30-15）
　4日（木）、9日（火）、11日（木）、
　16日（火）、23日（火）、25日（木）
●時　間　9：00～16：00
●相談員　ＪＡの営農技術顧問
●その他　予約は不要です。

10月の休日住宅ローン相談会

10月の年金無料相談会

セレササービスのご案内
　JＡセレサ葬祭センターは、ご葬儀ご
法事など、信頼と安心・安全をモットー
にまごころを込めてご奉仕いたします。
　提携式場として、「中野島ほうさい殿」
も、ご利用いただけます。
　事前相談や見積もり等承っておりま
す。お気軽にお問合せください。

（日・祭日除く　9：00～17：00）
0
フリーダイヤル
120-3

みおくる　こころ
096-56

危急のご連絡は 24時間・年中無休
http：//www.ceresa-service.jp

◀セレサ ホームページ　 http://www.jaceresa.or.jp/

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ　
組
合
資
格
に
変
更
の
あ
る
場
合
は
、
当
Ｊ
Ａ
ま
で
お
申
し
出
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だ
さ
い
。

【報告事項（今後実施すること）】
■女性部レクリエーション大会

日程：10月26日（金）　10時30分～15時30分
場所：とどろきアリーナメインホール
目的：支部対抗ゲームやＪＡ役員参加ゲーム他
対象者：女性部員

■セレサひまわり会一泊旅行
旅行名：食事と笑いは長寿の秘訣！房総小湊温泉の旅2日間
募集人数：480人
日程：第1班　11月5日（月）～6日（火）
　　  該当地区：橘・宮前・高津・向丘・川崎南

　　    第2班　11月7日（水）～8日（木）
　　　  該当地区：中原・日吉・稲田・菅・生田・柿生

募集期間：9月25日（火）～10月5日（金）
　　　　 但し、定員になり次第締め切り

■生活総合展示会『得する市』
日程：12月19日（水）、20日（木） 10時～16時
場所：第1会場：セレサホール飛翔・
　　　　　　　 1階102会議室・アトリウム

第2会場：セレサモス宮前店
対象者：組合員、女性部員、ＪＡ利用者

■JＡセレサ川崎　組合員の集い
日程：平成31年2月26日（火）～3月1日（金）
場所：川崎市スポーツ・文化総合センター
　　 （カルッツかわさき）
時間：午前の部　11時～13時50分
　　  午後の部　15時10分～18時

【協議事項】

10月の経営相談会（法律経営）
■ 2日（火） 9：30～11：30 向丘支店

13：30～15：30中原支店
■ 9日（火）13：30～15：30みなみ支店

13：30～15：30柿生支店
■16日（火） 9：30～11：30 橘支店
■23日（火）13：30～15：30 稲田支店
■27日（土） 9：30～11：30 梶ヶ谷ビル
相談時間は原則30分程度。予約制。
ご予約は相談会の前営業日16：00までに
各会場支店の総合相談担当まで。

（梶ヶ谷ビルは本店資産相談課まで）
土曜日の相談会については、ご予約が
ない場合は開催いたしません。

■ 9日（火）生田支店
■ 11日（木）新百合丘支店
■ 16日（火）向丘支店
■ 18日（木）栗平支店
■ 23日（火） みなみ支店
■ 25日（木）宿河原支店
■ 30日（火） 百合丘支店
開催支店または下記ホームページから
ご予約のうえ、ご来場ください。
◇年金・社会保険セミナー
14日（日）10：00～12：00高津支店

14：00～ 16：00セレサモス宮前店
参加ご希望の方は金融推進部	

（TEL044-877-2140）までご連絡ください。
10月のセレササロン

10月の遺言信託個別相談会
■ 10日（水）柿生支店
■ 16日（火）中原支店
■ 17日（水）橘支店
■ 24日（水）生田支店
●時　間　9：00～16：00
●相談員　ＪＡ神奈川県信連の財務
　　　　　コンサルタント等
・ 相談時間は原則1時間30分まで。
・ ご相談無料・予約制・秘密厳守。
・ ご予約は相談会の前々営業日 

16：00までにお近くの支店まで。
※開催日に都合がつかない場合は、

お気軽にお近くの支店までお問合
せください。 

※ＪＡ神奈川県信連 信託代理店
ＪＡセレサ川崎 本店金融推進部　
　　　  　（TEL 044-877-2140）

当ＪＡが行う遺言信託代理業務は契
約締結の媒介です。

他16項目を報告

11項目を協議決定

■27日（土）
大島支店、御幸支店、新城支店、
元住吉支店､ 宿河原支店、野川支店、
宮前支店、菅生支店、百合丘支店、
東柿生支店
■28日（日）
小田支店、日吉支店、小杉支店、
高津支店、梶ヶ谷支店、鷺沼支店、
上作延支店、生田支店、栗平支店
開催支店または下記ホームページから
ご予約のうえ、ご来場ください。
ご予約がない方はお待ちいただくこと
がございます。
※時間は9：00～15：00

10月は外出行事となります。
■ 4日（木）神代植物公園（中原）
■ 17日（水）すみだ水族館（高津）

大本山増上寺（生田）
●会　費　各会場で異なりますので、
　　　　　お問い合わせください。
●対　象　おおむね60歳以上の方
お問合せ・お申込み
本店生活福祉課（TEL 044-877-2509）
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セレサモス麻生店
９月下旬以降はキュウリやサトイモが

多く出荷される予定です。
また、10月１日から28日にかけて｢秋

のモスぴー祭り｣を開催します。期間中
2,000円購入ごとに提携・友好ＪＡの特産
品が当たるクジを配布！（当選発表は11月
以降店頭やＬＩＮＥ、ホームページにて)
規定枚数に達し次第終了となります。

皆さまのご来店を心よりお待ちしてお
ります。

10月の出張販売
 

お米の日
【麻生店・宮前店】
毎週金・土曜日は1銘柄を2割
引で販売いたします。
※割引制度については、予告な

く変更する場合があります。

☆セレサモスの駐車場について
警察署からの要請により、路上で
の入場待ちは一切できません。

セレサモス宮前店
10月１日から28日にかけて｢秋のモス

ぴー祭り｣を開催します。期間中2,000
円購入ごとに提携・友好ＪＡの特産品が
当たるクジを配布！(当選発表は11月以
降店頭やＬＩＮＥ、ホームページにて)規
定枚数に達し次第終了となります。

また、６日と７日の２日間｢かながわ
じゃん｣フェスタを開催。県内ＪＡの直
売所が農産物や加工品などの特産品を販
売し、県内農業の魅力を伝えます。

所 在 地：川崎市麻生区黒川172
電　　話：044-989-5311
営業時間：〈4月〜10月〉10：00〜18：00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日：毎週水曜日、年末年始他

所 在 地：川崎市宮前区宮崎2-1-4
電　　話：044-853-5011
営業時間：〈通年〉10：00〜18：00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日：毎週水曜日、年末年始他

4日（木）11：00〜御幸支店
11日（木）11：00〜 大島支店
18日（木）11：00〜みなみ支店

「素材を生かし、おいしい農産物をよりおいしくした
い」との思いで、旬の農産物を使い加工品作りをして
います。梨のコンポートや玄米クッキーなど、約15種
類作っています。これからの時期は「りんごジャム」が
おすすめです。ぜひご賞味ください。

2年半ほど前に就農し、約15品目の野菜や果樹を
栽培しています。差別化をはかるため、定番野菜だけ
でなく、目新しい野菜にも挑戦しています。10月上旬
からは柿の収穫も始まります。店頭に並びましたら、
ぜひご賞味ください。

年間約10品目の野菜を栽培しています。堆肥を使
用するなど自然に優しい営農を心掛けている他、品目
を絞ることで集中して管理し、質の高い野菜に仕上げ
ています。10月からはブロッコリーやカリフラワーが
おすすめ。ぜひご賞味ください。

20㌃ほどの畑で、年間約10品目の果物と野菜を栽
培しています。特に力を入れているのがミカン。剪
定など管理を徹底し、太陽の光をたくさん浴びたミカ
ンは元気に育っています。10月下旬から出荷する予
定なので、ぜひ手に取ってください。

❶麻生区黒川
❷麻生店
❸クッキー・ジャム・ケーキなど

❶麻生区岡上
❷麻生店
❸柿・ゴーヤ・キュウリなど

❶高津区久末
❷宮前店
❸ブロッコリー・キャベツ・ダイコンなど

❶宮前区馬絹
❷宮前店
❸ミカン・キウイ・キュウリなど

宮野 勉さん

市川 美穂さん

（市川 元樹さん） 森 育三さん

鈴木 正一さん

❶住所　❷出荷店舗　❸主な出荷品目 ※（ ）は出荷登録者名
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・リンゴ…1個
・レモン汁…大さじ3 〜 4
・砂糖…100ｇ
・卵…３個
・薄力粉…120ｇ
・サラダ油…50ｇ

麻生区黒川  市川　美穂さん　
材料を混ぜ合わせ、紙コップにそのまま入
れるだけなので手軽に作れます。運動会や
おでかけにぴったり。油を溶かしバターに、
レモンをくるみに代用してもおいしいです。
事前にコップに切り目を入れておくとむき
やすくなります。ぜひ試してください。

ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス

作り方

材料 （90ml 紙コップ15個分）

リンゴの紙コップケーキ

JAセレサ川崎　機関誌

号
月9

2018 September

セレサ9月号
No.252

お

い
しい
ものレシピ

Let's cook

DISH
UP!

�❶ �リンゴをいちょう切りにして、レモン汁と砂糖（10g）を加
え10分ほど置く。

��❷ �ボールに卵と砂糖（90g）を入れて、円が書けるくら
いまでしっかりと泡立てる。

���❸ ②に薄力粉を入れて軽く混ぜ合わせたら、サラダ油
を加えて手早く混ぜる。

�❹ ③に①を加えて混ぜ合わせる。

�❺ ④を紙コップの 8 ～ 9 分目まで入れる。

�❻ 180℃のオーブンで18～20分ほど焼き、
　 焼き色が付いたらできあがり。


